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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第22期

第２四半期累計期間
第23期

第２四半期累計期間
第22期

会計期間
自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日

自  平成24年９月１日
至  平成25年２月28日

自  平成23年９月１日
至  平成24年８月31日

売上高 (千円) 8,343,424 8,648,085 15,630,455

経常利益 (千円) 415,693 417,941 516,658

四半期(当期)純利益 (千円) 236,265 242,412 297,361

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 23,000 324,530 324,530

発行済株式総数 (株) 920,000 1,265,000 1,265,000

純資産額 (千円) 1,046,630 1,930,150 1,712,520

総資産額 (千円) 5,846,628 7,215,772 7,373,612

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 256.81 191.63 301.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 191.05 ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 25

自己資本比率 (％) 17.9 26.7 23.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 205,292 △703,109 301,463

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,912 △67,664 2,024

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △672,360 △226,368 715,549

現金及び現金同等物
の四半期末（期末）残高

(千円) 1,289,818 1,816,693 2,813,836

　

回次
第22期

第２四半期会計期間
第23期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日

自  平成24年12月１日
至  平成25年２月28日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 246.93 201.96

(注)１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につきま

しては記載しておりません。

　　２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３.　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

　　４.　第22期第２四半期累計期間及び第22期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。

    ５.　平成24年２月14日付で普通株式1株につき200株の株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分割

が行われたと仮定し、1株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。 

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
(1)　経営成績の分析

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、年末の政権交代に伴う新たな経済政策への期待感から

為替相場は円安・株式市況は株高となり、日本企業の経営環境改善に向けた動きも見られるようになり

ましたが、デフレ経済や欧州の債務危機が長期化するなか、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

このような状況下で、当社は、お客様に感動を与えるプレゼント選びの場を提供する「アニバーサリー

コンセプトショップ」という独自のサービスを基本とし、贈る人のときめき感につながるような魅力あ

る商品の拡充と商品鮮度の管理徹底に努めるとともに、お客様が何度でも足を運びたくなるような質の

高い「おもてなしの接客」に努めてまいりました。

商品施策といたしましては、クリスマスや年末年始商戦における繁忙期に売れ筋商品や高額商品を確

保し、またＰＢ商品であるハッピーキャンドルの強化に取り組みました。

販売活動の施策といたしましては、効果的な折込チラシによる販促活動やレイアウトの変更による高

級感溢れる店舗作りと店内催事の強化を図り、知名度の向上と集客を図ってまいりました。

店舗に関しましては、神戸店（兵庫県）と高崎店（群馬県）の２店舗の改装を行いました。新規店舗の

出店はありませんでしたので、第２四半期末現在の店舗数は46店舗となっております。

商品部門別の売上の状況については、宝飾品はブランドアクセサリー類が好調に推移しましたが、それ

以外の宝飾品については売上が伸びず、売上高1,536,785千円、時計はブランド時計が継続して好調であ

り、売上高2,104,467 千円、バッグ・小物は強化ブランド等が好調に推移した結果、売上高5,000,733千

円、その他は売上高6,098千円となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高8,648,085千円、営業利益440,250千円、経常利益

417,941千円、四半期純利益242,412千円となりました。

なお、当社の業績は、年末年始商戦、とりわけクリスマス時期を中心とした12月の年末商戦のウエイト

が高くなっているため、第２四半期に偏重しております。

当社の平成23年８月期（自　平成22年９月１日　至　平成23年８月31日）、平成24年８月期（自　平成23

年９月１日　至　平成24年８月31日）及び平成25年８月期（自　平成24年９月１日　至　平成25年８月31

日）における四半期の売上高及び売上総利益は下記のとおりであります。

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

 4/21



　

                                                                                        （単位：千円）

  第１四半期  第２四半期  第３四半期  第４四半期 合計

 
 
平成23年８月期

売上高 2,797,4144,596,1423,020,1823,420,13913,833,878

(構成比) (20.2%)(33.2%)(21.8%)(24.8%)(100.0%)

売上総利益 703,9631,163,159753,786865,0643,485,973

(構成比) (20.2%)(33.4%)(21.6%)(24.8%)(100.0%)

 
 
平成24年８月期

売上高 3,174,8625,168,5613,589,8593,697,17115,630,455

(構成比) (20.3%)(33.1%)(23.0%)(23.6%)(100.0%)

売上総利益 808,9531,289,226902,361876,3073,876,848

(構成比) (20.8%)(33.3%)(23.3%)(22.6%)(100.0%)

 
 
平成25年８月期

売上高 3,128,9775,519,108 ― ― ―

(構成比) (―) (―) (―) (―) (―)

売上総利益 793,1491,378,937 ― ― ―

(構成比) (―) (―) (―) (―) (―)

（注）１.  上記売上高及び売上総利益には、消費税等を含んでおりません。

 ２.　平成23年８月期の四半期に係る数値につきましては、有限責任監査法人トーマツによるレビューを受けてお

りません。

　
 (2)　財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、6,003,288千円となり、前事業年度末と比較して

207,227千円減少しております。これは主として、３月の新店４店舗のオープンに向けた商品確保により

商品が787,913千円増加したものの、その支払い等により現金及び預金が997,134千円減少したことが要

因であります。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、1,212,484千円となり、前事業年度末と比較して

49,387千円増加しております。これは主として、新規出店の為、建物が14,568千円、工具、器具及び備品が

16,571千円、敷金及び保証金が14,133千円増加したことが要因であります。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、2,885,553千円となり、前事業年度末と比較して

233,790千円減少しております。これは主として、支払手形及び買掛金が186,256千円減少、法人税等の支

払いにより未払法人税等が53,004千円減少したことが要因であります。

（固定負債）

当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、2,400,068千円となり、前事業年度末と比較して

141,679千円減少しております。これは主として、償還により社債が123,100千円減少、長期借入金が

10,244千円減少したことが要因であります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、1,930,150千円となり、前事業年度末と比較して

217,629千円増加しております。これは主として、四半期純利益により利益剰余金が210,787千円増加した

ことが要因であります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,816,693千円となり

ました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、減少した資金は703,109千円となりました。これは、主として税引前四半期純利益

412,241千円、減価償却費82,552千円がプラスに寄与した一方で、新規出店等に伴うたな卸資産の増加

795,483千円、法人税等の支払額215,962千円、仕入債務の減少186,256千円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は67,664千円となりました。これは、主として新規出店及び改装等に伴

う有形固定資産の取得50,260千円、敷金及び保証金の差入14,203千円の支出があったこと等によるもの

です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、減少した資金は226,368千円となりました。これは、主として長期借入れによる収入

670,000千円があった一方で、長期借入金の返済673,477千円、社債の償還156,100千円、長期未払金及び

リース債務の返済による支出35,310千円、配当金の支払31,480千円があったこと等によるものです。

　
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(5)　研究開発活動

該当事項はありません。

　
(6)　従業員数

当第２四半期累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

　
(7)　生産、受注及び販売の実績

当第２四半期累計期間において、販売及び仕入実績の著しい変動はありません。

　
(8)　主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画

に著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,200,000

計 3,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年２月28日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年４月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,265,000 1,265,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。完全議決権株式
であり、権利内容に何ら
限定のない当社における
標準となる株式でありま
す。

計 1,265,000 1,265,000― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　第１回新株予約権（株式報酬型）

決議年月日 平成24年11月29日

新株予約権の数（個） 100（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 10,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １

新株予約権の行使期間 平成25年２月１日～平成55年１月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及び
資本組入額（円）

 　　　　　　発行価格　　　 1,440
 　　　　　　資本組入額　　　 720  （注）２

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡する場合は、当社取締役会の決議に
よる承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４
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（注）１. 新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株とする。

なお、当社が普通株式の分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。）又は株式併合を行う場合、次の算式

により目的たる株式の数を調整する。但し、かかる調整は、本件新株予約権のうち、当該時点で対象者が行使し

ていない本件新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株に満たない端数に

ついては、これを切り捨てる。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

また、当社が資本の減少を行う場合等、目的たる株式数の調整をすることが適切な場合は、当社は合理的な範

囲で適切に目的たる株式数の調整を行うものとし、調整により生ずる１株未満の端数は切り捨てる。

２. 増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項にしたがい算出される資本金等増加限度額に0.5を乗じた

額（ただし、1円未満の端数は切り上げる。）とする。なお、資本金として計上しないこととした額は資本準備

金とする。

３. (1)新株予約権者は、上記「新株予約権の行使期間」内において、取締役、監査役、執行役員及び使用人のいず

れの地位をも喪失した日の翌日から10日を経過する日まで、新株予約権を一括してのみ行使できるものと

する。但し、やむを得ない事由がある場合には、当社は、その行使期限を延長することができる。

(2)上記(1)にかかわらず、新株予約権者が平成54年1月31日に至るまでに取締役、監査役、執行役員及び使用人

のいずれかの地位を喪失しなかった場合は、平成54年2月1日から平成55年1月31日まで行使できるものと

する。

(3)新株予約権者が死亡した場合、相続人間の協議により定められた代表相続人1名に限り、その死亡の日から

3ヶ月以内に新株予約権を行使することができる。

(4)その他の条件については、当社と新株予約権の割当を受ける者との間で締結する新株予約権割当契約に定

めるところによる。

４. 合併（合併により当社が消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換 及び株式移転（以下「組織

再編成行為」という。）をする場合においては、組織再編成行為の効力発生時点において残存する新株予約権

（以下「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、合併後存続する株式会社又は合併により設立す

る株式会社、分割する事業に関して有する権利義務の全部又は一部を承継する株式会社、新設分割により設立

する株式会社、当社の発行済株式の全部を取得する株式会社及び株式移転により設立する株式会社（以下

「組織再編成対象会社」という。）の新株予約権を下記の条件で交付することとする。

　この場合においては、残存新株予約権は消滅し、組織再編成対象会社は新株予約権を新たに発行するものと

する。ただし、以下の条件に沿って組織再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併

契約、吸収分割契約、新設分割契約、株式交換契約又は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

(1)交付する組織再編成対象会社の新株予約権の数

組織再編成行為の効力発生の時点において残存する新株予約権の数と同一の数とする。

(2)新株予約権の目的となる株式の種類

組織再編成対象会社の普通株式とする。

(3)新株予約権の目的となる株式の数

組織再編成行為の条件に応じて合理的に調整された数とし、調整により生ずる１株未満の端数は切り捨て

る。

(4)新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

組織再編成後の行使価額に上記(3)にしたがって決定される各新株予約権の目的である組織再編成対象会

社の株式の数を乗じて得られる金額とする。なお、組織再編成後の行使価額は、交付される各新株予約権を

行使することにより交付を受ける組織再編成対象会社の株式１株あたり１円とする。

(5)新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編成

行為の効力発生日のいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使する

ことができる期間の満了日までとする。

(6)新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記（注）２に準じて決定する。

(7)新株予約権の取得条項

① 新株予約権者が、新株予約権を取得した後権利行使をする前に、本件新株予約権を行使できなくなった

場合は、当該新株予約権者の有する本件新株予約権の全部を当社が無償で取得することができるものと

する。

② 当社が消滅会社となる合併契約書が承認されたとき、当社が完全子会社となる株式交換契約書並びに株

式移転計画書が当社株主総会で承認されたときは、当該新株予約権者の有する本件新株予約権の全部を

当社が無償で取得できるものとする。
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(8)新株予約権の行使の条件

上記「新株予約権の行使の条件」に準じて決定する。

(9)新株予約権の取得承認

譲渡による当該新株予約権の取得については、組織再編成対象会社の承認を要する。

　
　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年２月28日 ― 1,265,000 ― 324,530 ― 301,530

　
(6) 【大株主の状況】

平成25年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

田　泰夫 千葉県香取市 405,400 32.04

田　篤史 東京都江東区 290,000 22.92

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社

東京都港区浜松町２丁目11-３ 102,600 8.11

有限会社ＤＥＮ 千葉県香取市小見1021 100,000 7.90

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８-11 51,600 4.07

田　啓子 千葉県香取市 40,000 3.16

田　裕行 東京都東久留米市 40,000 3.16

井上　知恵子 茨城県鹿嶋市 40,000 3.16

ＮＯＭＵＲＡ　ＰＢ　ＮＯＭＩＮＩ
ＥＥＳ　ＬＩＭＩＴＥＤ　ＯＭＮＩ
ＢＵＳ―ＭＡＲＧＩＮ（ＣＡＳＨ
ＰＢ）
（常任代理人野村證券株式会社）

１　ＡＮＧＥＬ　ＬＡＮＥ，ＬＯＮＤＯＮ，　
ＥＣ４Ｒ　３ＡＢ，ＵＮＩＴＥＤ　ＫＩＮＧＤ
ＯＭ
 
（東京都中央区日本橋１丁目９-1）

22,700 1.79

野村信託銀行株式会社 東京都千代田区大手町２丁目２-２ 18,000 1.42

計 ― 1,110,300 87.77
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,264,800 12,648
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であり、単元株式数
は100株であります。

単元未満株式 普通株式       200― ―

発行済株式総数 126,500 ― ―

総株主の議決権 ― 12,648 ―

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　
　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年12月１日から

平成25年２月28日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年９月１日から平成25年２月28日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

11/21



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,906,744 1,909,609

売掛金 871,662 865,589

商品 2,232,025 3,019,938

貯蔵品 91,884 99,455

その他 108,573 108,845

貸倒引当金 △375 △150

流動資産合計 6,210,515 6,003,288

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 412,352 426,921

構築物（純額） 184 166

工具、器具及び備品（純額） 199,610 216,181

リース資産（純額） 13,391 11,722

建設仮勘定 － 2,846

有形固定資産合計 625,539 657,837

無形固定資産

リース資産 31,988 28,047

その他 15,243 16,274

無形固定資産合計 47,231 44,321

投資その他の資産

敷金及び保証金 416,197 430,330

その他 77,364 82,930

貸倒引当金 △3,236 △2,936

投資その他の資産合計 490,326 510,324

固定資産合計 1,163,096 1,212,484

資産合計 7,373,612 7,215,772
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,157,278 971,022

1年内返済予定の長期借入金 1,119,229 1,125,996

1年内償還予定の社債 314,200 281,200

未払法人税等 215,899 162,895

賞与引当金 60,398 63,007

その他 252,339 281,432

流動負債合計 3,119,343 2,885,553

固定負債

社債 347,600 224,500

長期借入金 2,087,352 2,077,108

資産除去債務 69,385 70,688

その他 37,410 27,772

固定負債合計 2,541,748 2,400,068

負債合計 5,661,091 5,285,621

純資産の部

株主資本

資本金 324,530 324,530

資本剰余金 311,880 311,880

利益剰余金 1,079,022 1,289,810

株主資本合計 1,715,432 1,926,220

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,911 1,313

評価・換算差額等合計 △2,911 1,313

新株予約権 － 2,616

純資産合計 1,712,520 1,930,150

負債純資産合計 7,373,612 7,215,772
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成24年２月29日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成25年２月28日)

売上高 8,343,424 8,648,085

売上原価 6,245,244 6,475,998

売上総利益 2,098,180 2,172,087

販売費及び一般管理費 ※１
 1,651,443

※１
 1,731,836

営業利益 446,736 440,250

営業外収益

受取利息 505 468

受取配当金 110 145

受取手数料 307 304

その他 483 494

営業外収益合計 1,407 1,412

営業外費用

支払利息 23,463 19,325

社債利息 2,047 1,863

社債発行費 4,147 －

その他 2,791 2,533

営業外費用合計 32,449 23,721

経常利益 415,693 417,941

特別利益

受取保険金 694 －

特別利益合計 694 －

特別損失

固定資産廃棄損 1,202 5,699

減損損失 10,952 －

特別損失合計 12,155 5,699

税引前四半期純利益 404,231 412,241

法人税、住民税及び事業税 185,146 155,365

法人税等調整額 △17,179 14,463

法人税等合計 167,966 169,829

四半期純利益 236,265 242,412
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成24年２月29日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成25年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 404,231 412,241

減価償却費 81,055 82,552

減損損失 10,952 －

株式報酬費用 － 2,616

貸倒引当金の増減額（△は減少） △450 △510

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,026 2,609

商品保証引当金の増減額（△は減少） △410 －

受取利息及び受取配当金 △616 △614

支払利息 23,463 19,325

社債利息 2,047 1,863

受取保険金 △694 －

固定資産廃棄損 1,202 5,699

売上債権の増減額（△は増加） 146,559 4,543

たな卸資産の増減額（△は増加） △340,938 △795,483

仕入債務の増減額（△は減少） 4,323 △186,256

未払金の増減額（△は減少） △37,810 4,440

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,354 △24,822

その他 17,993 3,711

小計 312,238 △468,083

利息及び配当金の受取額 386 407

利息の支払額 △28,493 △22,467

保険金の受取額 694 2,995

法人税等の支払額 △79,533 △215,962

営業活動によるキャッシュ・フロー 205,292 △703,109

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,078 △7

有形固定資産の取得による支出 △14,565 △50,260

無形固定資産の取得による支出 △7,912 △2,520

投資有価証券の取得による支出 △1,902 △1,935

敷金及び保証金の差入による支出 △11,178 △14,203

敷金及び保証金の回収による収入 274 212

その他 450 1,050

投資活動によるキャッシュ・フロー △37,912 △67,664
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成24年２月29日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成25年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 －

短期借入金の返済による支出 △359,736 －

長期借入れによる収入 320,000 670,000

長期借入金の返済による支出 △720,615 △673,477

社債の発行による収入 295,852 －

社債の償還による支出 △226,100 △156,100

長期未払金の返済による支出 △19,609 △20,156

リース債務の返済による支出 △52,952 △15,154

配当金の支払額 △9,200 △31,480

財務活動によるキャッシュ・フロー △672,360 △226,368

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △504,980 △997,142

現金及び現金同等物の期首残高 1,794,798 2,813,836

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,289,818

※１
 1,816,693
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【会計方針の変更等】

　　該当事項はありません。

　
【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年９月１日
至  平成25年２月28日)

従業員給与

地代家賃

賞与引当金繰入額

460,828千円

364,262千円

62,709千円

536,413千円

403,849千円

63,007千円

　
売上高の季節的変動

当第２四半期累計期間(自　平成24年９月１日　至　平成25年２月28日)

当社の業績は、年末年始商戦、とりわけクリスマス時期を中心とした12月の年末商戦のウエイトが高

くなっているため、第２四半期に偏重しております。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

前第２四半期累計期間
(自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年９月１日
至  平成25年２月28日)

　

現金及び預金 1,570,013千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △280,195千円

現金及び現金同等物 1,289,818千円

　

　

現金及び預金 1,909,609千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △92,916千円

現金及び現金同等物 1,816,693千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成23年９月１日  至  平成24年２月29日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月25日
定時株主総会

普通株式 9,200 2,000平成23年８月31日平成23年11月25日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　
当第２四半期累計期間(自  平成24年９月１日  至  平成25年２月28日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月29日
定時株主総会

普通株式 31,625 25平成24年８月31日 平成24年11月30日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　
(有価証券関係)

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間(自  平成23年９月１日  至  平成24年２月29日)

当社はインポートブランドを中心とした宝飾品、時計及びバッグ・小物等の小売業という単一セグメ

ントであるため記載を省略しております。

　
当第２四半期累計期間(自  平成24年９月１日  至  平成25年２月28日)

当社はインポートブランドを中心とした宝飾品、時計及びバッグ・小物等の小売業という単一セグメ

ントであるため記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年９月１日
至  平成25年２月28日)

 (1) １株当たり四半期純利益金額 256円81銭 191円63銭

  (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 236,265 242,412

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 236,265 242,412

    普通株式の期中平均株式数(株) 920,000 1,265,000

 (2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 191円05銭

  (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

　　普通株式増加数(株) ― 379

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) １.   前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２.   当社は平成24年2月14日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
２ 【その他】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

19/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　 　

平成２５年４月１０日

株式会社ハピネス・アンド・ディ

　　取 　　締　 　役　 　会 　 御中　　　

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    猪　　瀬　　忠　　彦    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐 々 田　　博　　信    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ハピネス・アンド・ディの平成２４年９月１日から平成２５年８月３１日までの第２３期事業年度の

第２四半期会計期間（平成２４年１２月１日から平成２５年２月２８日まで）及び第２四半期累計期間（平
成２４年９月１日から平成２５年２月２８日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四
半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハピネス・アンド・ディの平成２５年２月２
８日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの
状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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